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9. 研究実績の概要

神経可塑性の研究は、単にシナプスのシグナル伝達の変化のみならず構造的変化、すなわち構造可塑性が注目されつつある。とりわけ
記憶学習研究が各種方法論の発展とともに次第に研究が盛んになってきた。私は、神経ネットワークの繋ぎかわり、強化などによって
起こる記憶学習メカニズムに関心をもち、分子から個体レベルといった総合的に神経可塑性の解析を行っている。なかでも、連合記憶
が如何にして起きているかに注目している。記憶の連合すなわち記憶同士の関連付けはシナプスの連合として記述する事が出来る。こ
のシナプス連合に関与する現象としてlate-associativityがあげられる。この現象にニューロプシンが関わっている事を明らかにした
。ニューロプシンはプロテアーゼの一つでシナプスの繋ぎ換えなどに関わると考えられる分子である。今回、ニューロプシンがlate-a
ssociativityに関わり、特にLTP特異的にシナプスに影響を与える事を見いだした。これは、LTPプロセス特異的にシナプスに目印をつ
けるすなわちLTP特異的シナプスタグ形成に関わっている事を明らかにした（Ishikawa et al, 2011)。この発見は今後、シナプス連合
の異常とされるPTSDの発症機構の解明などに役立つと考えられる。
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